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美しい地球・幸せな暮らし 

 

新年明けましておめでとうございます。皆さま、輝か

しい新年をお迎えになられたこととお慶び申し上げます。 

日頃の電機

連合奈良地協

の運動に対す

る組合員・ご家

族の皆さまの

ご理解、ご協力

に感謝致しま

すと共に、本年

も何卒よろし

くお願い申し

上げます。 

 

電機連合奈良地協は 1987 年 12 月に発足し、昨年 12

月で活動実績 30 年となりました。様々な時代を経てき

ましたが、現代は変化の時代と言われています。その変

化の中でも電機産業は最も重要な産業の一つであると考

えます。第４次産業革命を日本の電機産業が牽引できる

よう、電機連合も政策制度の取り組みに重点を置いてい

ます。その中で各組織の経営対策・人材育成の取り組み

は非常に重要であります。電機連合奈良地協としても電

機連合方針に則り、変化をものにする取り組みの中で、

組合員がやりがい・働き甲斐を感じ、活き活きとした会

社生活となるよう取り組んでまいります。 

私たちがより良き社会生活を営むためには、より良き

政治が必要です。その政治の状況ですが、昨年 10 月の

衆議院総選挙では、労働者視点を標榜し連携してきた民

進勢力が３分割してしまう結果となりました。それぞれ

の政党が支持基盤の組織の意向を政治に反映させようと

するのは常であります。故に労働者の思いを政治に反映

させるには、その勢力の結集が必要となります。連合・

電機連合として政権交代可能な二大政党的体制の構築を

目指し、組織内議員・推薦議員との連携を強化し広く社

会から共感を得られる労働運動に尽力してまいります。

国政・地方の組織内議員については、ホームページやレ

ポートを通じて積極的な広

報に努めているところです。

ぜひお目通しいただき、ご

意見を積極的に頂戴できれ

ばと思います。 

最後に今年の干支は『戊

戌（つちのえいぬ）』（十干

＝戊、十二支＝戌）です。

十干・十二支は、共に植物

の成長段階の変化を表したものと言われています。中国

古代の世界観の五行では、万物を組成する五つの気（木・

火・土・金・水）を謳っています。十干はその気を元に

していますが、『戊』（つちのえ）は季節の変化を表すよ

うです。十二支の『戌』は、草木が枯れていく状態、秋

から冬を司るということです。十干・十二支共に、変化・

変化が重なるという年のようです。ただでさえ変化の時

代といわれています。その中での光る個人・光る組織に

なるような一年にしていきましょう。 

本年も、組合員・御家族の皆さま方の絶大なるご理解

ご協力をお願い申し上げます。 

 

 

電機連合奈良地方協議会 議長 

阪田
さ か た

 聖司
さ と し
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組織内議員・重点推薦議員 

新年ごあいさつ 
 

『ご縁を大切に』 

昨年はお大変お世話になり、ありがとうございました。

心より感謝申し上げます。私の出身のパナソニック(株)

は、本年 100 周年を迎えます。改めて感謝申し上げると

ともに、これまでのご縁を大切に、感謝の気持ちを忘れ

ずに、これからも活動させていただきます。 

本年は、健康や日常生活に直結する課題を最優先に取

り組んでまいります。具体的には、教育面では将来を担

う子ども達の職業体験教

育や食育を推進します。福

祉面では全ての方々が住

み慣れた地域で健康に暮

らし続けていただくため

に予防医療(生活習慣病予

防策)に取り組みます。産

業面では現有企業の支援

や誘致、雇用拡大に取り組みます。防災面では災害時に

地域で助け合う組織や仕組みを作ってまいります。もち

ろん、皆さま方の日常生活の課題解決も図ってまいりま

す。組合員の皆さん、地域の皆さんの声を第一に進めて

まいります。そして政治の仕事を通じて少しでもお役に

立てます様、全力で活動してまいります。 

 

本年も何とぞよろしくお願い申し上げます。 

結びにご家族共々皆さまのご健勝を心よりご祈念申し

上げます。ありがとうございます。 

 

大和郡山市議会議員 

林
はやし

 浩史
ひろふみ

 

 

 

昨年は、電機連合奈良地方協議会の皆さんの温かいご

支援をいただき、組織内議員として多くの活動をさせて

いただくことができました。厚く御礼申し上げます。  

さて、今年は干支で言えば「戊戌（つちのえいぬ）」の

年です。「戊」は茂が語源で、「草木が繁盛して盛大にな

る」、「戌」は、「一」と「戊」からなり、刈り取って束に

した草と刈り取りの刃物を表した象形文字で、「草木が枯

死する」、との意味があるようです。草木が生い茂ると日

光が当たらず、いずれは腐ってしまうため、この時期に

枝や葉を切らなければなりません。つまり、昨年までの

成長とは違い、勇気が必

要なぐらいの変化を求め

なければ、成果は期待で

きないのかもしれません。 

昨今の経済情勢を見ま

しても、国レベルでの景

気は緩やかな回復基調が

続いているとされている

ものの、依然として地方においては景気回復を実感する

までには至っていないのが現状です。桜井市の財政状況

は、市税が前年度比で増収となったものの、人口減少に

より地方交付税は減額となりました。また、2010 年度か

ら 7年連続で黒字決算でありますが、2016 年度の財政の

硬直度を示す経常収支比率が県下で最下位の 104.7%と

厳しい状況です。このような中、新庁舎の建設や県との

まちづくり連携協定によるまちづくりなどの重点施策を

実現し、元気と活力をよみがえらせる取り組みに変革を

持って取り組んで行く必要があります。また、皆さんの

生活を取り巻く行政課題に全力で邁進して行く所存です。 

 

最後に、今年がワンダフルな一年になりますことを心

からお祈り申し上げ、新年のご挨拶とさせていただきま

す。 

桜井市議会議員 

岡田
お か だ

 光司
こ う じ
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心豊かな市民が主役 

西暦 2018 年 夢と希望をもって 

新年あけましておめでとうございます。 

皆さま方には、平成三十年の輝かしい初春を健や

かにお迎えのことと、心からお慶び申し上げます。

また、新しい年に、電機連合奈良地方協議会の構成

組織の組合員の皆さまの一段の飛躍を、心から願う

ところであります。皆さま方におかれましては、日

頃より行政に対する暖かいご理解とご協力を賜り、

厚くお礼申し上げます。 

わが大和高田市は、昭和 23 年 1 月 1 日に奈良県

下で 2 番目の市として

発足しました。そして

今年の 1 月 1 日に市政

を施行して70年を迎え

ました。これまでの市

政が歩んできた足跡を

振り返り、先人の努力

と功績に感謝いたしま

す。 

大和高田市は県下で一番狭小な市でありながら、

市立病院と市立高等学校を持ち、スポーツの市・文

化の薫り高い市です。先人がこれまでに築き上げて

こられた貴重な財産を次の世代へと引き継ぐとと

もに、住んでよかったと実感できる、潤いのある大

和高田市を構築していくため、皆さま方とともにな

お一層努力していく所存です。 

 

本年も相変わらぬご支援とご協力を賜りますよ

う、心からお願い申し上げますとともに、皆さまの

ご多幸をお祈りいたしまして、新年のご挨拶といた

します。 

 

大和高田市議会議員 

西川
にしかわ

 繁和
しげかず

 

 

新年おけましておめでとうございます。 

電機連合奈良地協の皆さま方におかれましては、益々

ご健勝のこととお慶び申し上げます。また、安心で豊か

な暮らしをめざす、社会の安定と産業の発展に尽くす、

頼りがいのある産別活動を推進することを目標に、日々

取り組まれておられますことに心より敬意を表します。 

さて、昨年の衆議院総選挙におきましては、馬淵、前

川両候補者に対する多大なご支援を賜りましたこと、心

より感謝とお礼を申し

上げます。今回の総選挙

は、民進党の候補者は立

てず、新たなプラットフ

ォームを築くため、希望

の党の公認を受けた候

補者を全面的に支援す

るという党の決定によ

り、奈良県においても、

全力で応援いたしましたが、力及ばず残念な結果となり、

議席を獲得することができませんでした。改めて党県連

を代表し、深くお詫び申し上げます。総選挙後、党は地

方組織も含め現状を維持することが決まり、私、ふじの

良次が新しく県連代表を務めることになりました。今後、

どのような体制や方向に進んでいくのか先行き不透明な

面もありますが、自ら志した“もう一方の受け皿づくり”

に向け、更に邁進していく決意でございます。 

 

末筆ではございますが、電機連合奈良地協の皆さま方

にとりまして素晴らしい一年となりますよう、心よりお

祈り申し上げご挨拶といたします。 

 

奈良県議会議員 

藤野
ふ じ の

 良
よし

次
つぐ
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